
令和５年度 第１回「四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会」 

議事録 

 
１．日 時  令和 5 年 9 月 22 日(金) 15:00～16:45 
２．場 所  Zoom によるリモート会議 
３．出席者  上田隆雄、前川英介、尾嵜秀典、松川将大、吉田俊夫、根口百世、近藤拓也 
       （以上、敬称略） 
４．配付資料 
＜配付資料＞  
資料-1 令和 5 年度第 1 回「四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会」出欠一覧  
資料-2 令和 5 年度四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会」委員一覧  
資料-3 教育モデル活動報告資料  
資料-4 コンクリート教育モデル活動校一覧表（2006 年～） 
資料-5 コンクリート関連企業への就職者数調査（平成 28 年～令和 4 年） 
 
5．議題 
・以下について審議し，次の結果を得た。 
 
（１）委員長挨拶  
 上田支部長から、本委員会の活動に関する紹介がなされた。  
 
（２）近況報告 

資料 2 を用いて、各委員の近況報告がなされた。  
 

（３）コンクリート教育モデル活動校による活動の中間報告  
高知工業高等学校 根口百世先生から、資料 3 を用いて「中心圧縮を受ける鉄筋コンクリー

ト供試体の実験」の説明がなされた。この説明に対して、委員から質問や意見があった。 
 

（４）令和 6 年度コンクリート教育モデル活動校の審議・決定 
 資料 4 を用いて、令和 6 年度モデル活動校の審議を行った。 
 ・モデル活動校について  
  令和 6 年度は愛媛県の順番であるが、当日は愛媛県の委員の方が出席されていなかった。

そのため、本委員会では愛媛県の高校に担当いただくことまで決定した。その後は愛媛県の

委員先生方で選定をお願いすることとした。 
  なお、モデル活動校の選定については、極力これまでモデル活動校として採択されていな

い学校を優先することを確認した。 
 
（５）「コンクリート関連企業への就職者数調査」結果報告 
 資料 5 を用いて、調査結果の報告がなされた。 



 なお、職種（生コン系、製品製造系、その他）の定義づけが不明確であり、これらを明示す

ると、もう少し就職者数が多くなるのではという意見があった。そのため、次回調査時につい

ては、この定義を明示することとする。 
 
6．次回委員会開催日について 

今年と同様に zoom 会議とし、来年 10 月から 11 月頃に開催することが承認された。 
（土曜日も含めて検討する） 
開催日時は、近藤幹事長が来年 6 月頃に調整する。 

（記録 近藤拓也） 
【追記（R6.1.20）】 
 令和 6 年度コンクリート教育モデル活動校については、愛媛県立八幡浜工業高等学校 機

械土木工学科 皆川先生・梅野先生の内諾を得たと、上岡義広委員（愛媛県立東予高校）よ

り連絡をいただいた。 


